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顎関節 MRI では同じ繰り返し時間を持ち、エコー時間の異なるプロトン密度強調
像と T2 強調像を同時収集する dual echo 法二次元撮像が多く使われてきた。本研究
では、三次元スピンエコーを dual echo で収集撮像し（VISTA プロトン密度強調像お
よび VISTA T2 強調像）、更にプロトン密度強調像と T2 強調像を足し算した加算融
合画像（VISTA 加算融合画像）も作成しコントラストの改善と検査の簡便化をはか
り、従来法と比較し関節円板・関節液の描出性を検討した。 










た（P=0.18）。関節液の視覚評価では VISTA T2 強調像で関節液の見られた 8 関節す
べて VISTA 加算融合画像でも関節液を同定できた。一方、従来法の二次元 T2 強調





     
 
